
教職員定数の算定について

義務標準法に基づく標準定数は、都道府県ごとに置くべき義務教育諸学校の教職員

の総数を算定するもの。都道府県は、これを標準として、校長、教頭及び教諭等、養護
教諭、栄養教諭等、事務職員、特殊教育諸学校の教職員の定数を条例で定める。

小・中学校

○校長定数 学校数×1人
○教頭及び教諭等定数
①学級数に応じて、必要となる学級担任、教科担任の教員数を考慮して、学校規模ごとに学級数に乗ずる率

を設定。例えば、３学級の中学校には９人の教員（校長を含む。）が配置できるよう計数を設定している。

(乗ずる率の例)
小学校

1学級及び2学級の

学校の学級総数 × 1.000

3学級及び4学級の

学校の学級総数 × 1.250

5学級の学校の学級総数 × 1.200

6学級の学校の学級総数 × 1.292

…

中学校

1学級の学校の学級総数 × 4.000

2学級の学校の学級総数 × 3.000

3学級の学校の学級総数 × 2.667

4学級の学校の学級総数 × 2.000

5学級の学校の学級総数 × 1.660

6学級の学校の学級総数 × 1.750

…
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②教頭複数配置
小学校 27学級以上 中学校 24学級以上

③生徒指導担当
小学校 30学級以上の学校数×0.5
中学校 18～29学級の学校数×１

30学級以上の学校数×1.5

④寄宿舎舎監定数
寄宿児童生徒数数に応じ １～４

○養護教諭定数
３学級以上の学校数 × １
複数配置 小学校851人以上

中学校801人以上
無医村、無医離島加算

○栄養教諭及び学校栄養職員定数
学校給食単独調理校 550人以上の学校数 ×１

550人未満の学校数 ×１／４
共同調理場 1500人以下 ×１

1501人～6000人 ×２
6001人以上 ×３

○事務職員定数
３学級の学校 ×３／４
４学級以上の学校 ×１
複数配置 小学校27学級以上 中学校21学級以上
加算措置 要保護・準要保護児童生徒数が100人以上かつ25％以上の学校
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特殊教育諸学校

①校長定数 学校数 ×１
②教頭及び教諭等定数
・学級数に応じた定数 小・中学校に準拠
・特殊教育諸学校の特色に応じた定数

教育相談担当教員 児童生徒数に応じ １～３
自立活動担当教員
盲・聾学校 4＋7学級以上4学級増すごとに１加算
養護学校（肢体不自由以外） 5＋7学級以上4学級増すごとに１加算

養護学校（肢体不自由） 7＋7学級以上3学級増すごとに１加算
・寄宿舎舎監定数
寄宿児童生徒数に応じ ２～４

③養護教諭定数
学校数 ×１

複数配置 61人以上
④寄宿舎指導員定数

肢体不自由以外 寄宿児童生徒数 ×１／５
肢体不自由 〃 ×１／３
最低保障 １校当たり１２

⑤栄養教諭及び学校栄養職員定数
学校給食実施校 ×１

⑥事務職員
小学部の数 ×１ 中学部の数 ×１

加配定数

教科の特性等に応じた少人数指導、習熟度別指導等を行う場合、社会的条件について教育的配慮を行う
場合、教育上特別の配慮を必要とする児童生徒に特別の指導を行う場合、教職員が長期の研修を受けて
いる場合、学校において教育指導の改善のための研究が行われている場合にあっては、上記により算定
された定数に、文部科学大臣が定める数を加える。
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学校規模別教職員配置の標準（例）
小学校

（単位：人）

教 諭
学級数 校 長 教 頭 教 員 計 養護教諭 事務職員 合 計

学級担任 担 任 外 生徒指導 小 計

３学級 １ ― ３ ０．７５ ― ３．７５ ４．７５ １ ０．７５ ６．５０

６学級 １ ０．７５ ６ １ ― ７ ８．７５ １ １ １０．７５

１２学級 １ １ １２ １．５ ― １３．５ １５．５０ １ １ １７．５０

１８学級 １ １ １８ ２．６ ― ２０．６ ２２．６０ １ １ ２４．６０

２４学級 １ １ ２４ ３ ― ２７．０ ２９．００ ２ １ ３２．００

３０学級 １ ２ ３０ ３．５ ０．５ ３４．０ ３７．００ ２ ２ ４１．００

３６学級 １ ２ ３６ ３．９ ０．５ ４０．４ ４３．４０ ２ ２ ４７．４０

４２学級 １ ２ ４２ ４．５ ０．５ ４７．０ ５０．００ ２ ２ ５４．００

※ 他に、教諭の少人数指導の定数、養護教諭加配定数、事務職員加配定数がある。また、学校給食の実施状況等に応じて、学校栄養職員
定数が加わる。
※ 養護教諭は，851人以上が複数配置。２４学級は，851人以上とみなして，＋１とした。
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学校規模別教職員配置の標準（例）
中学校

（単位：人）

教 諭
学級数 校 長 教 頭 教 員 計 養護教諭 事務職員 合 計

教科担任 生徒指導 小 計

３学級 １ ０．５ ７．５ ― ７．５ ９．０ １ ０．７５ １０．７５

６学級 １ １ ９．５ ― ９．５ １１．５ １ １ １３．５

９学級 １ １ １４．５ ― １４．５ １６．５ １ １ １８．５

１２学級 １ １ １７．９ ― １７．９ １９．９ １ １ ２１．９

１５学級 １ １ ２２．５ ― ２２．５ ２４．５ １ １ ２６．５

１８学級 １ １ ２７．０ １ ２８．０ ３０．０ １ １ ３２．０

２１学級 １ １ ３１．６ １ ３２．６ ３４．６ １ ２ ３７．６

２４学級
１ ２ ３５．５ １ ３６．５ ３９．５ ２ ２ ４３．５

２７学級
１ ２ ４０．０ １ ４１．０ ４４．０ ２ ２ ４８．０

３０学級
１ ２ ４４．５ １．５ ４６．０ ４９．０ ２ ２ ５３．０

３３学級
１ ２ ４９．０ １．５ ５０．５ ５３．５ ２ ２ ５７．５

３６学級
１ ２ ５２．５ １．５ ５４．０ ５７．０ ２ ２ ６１．０

※ 他に、教諭の少人数指導の定数、養護教諭加配定数、事務職員加配定数がある。また、学校給食の実施状況等に応じて、
学校栄養職員定数が加わる。

※ 養護教諭は，801人以上が複数配置。２４学級は801人以上とみなして，＋１とした。
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□□市立△△小学校の例：２０学級の学校

校長 １人
教頭 １人
教諭等 ２４人

養護教諭 １人
事務職員 １人
計 ２８人

※教諭等の内訳
学級担任 ２０人

専科教員 ２人（理科、音楽）
指導方法工夫改善加配 ２人
（３～６学年の算数、習熟度別指導）

用務員 １人
給食調理員 ４人
事務補佐員 １人
司書補 １人
計 ７人

市費負担職員

学校いきいきプランの活用

年間 のべ２５人 月２～３回
１回当たり１時間程度

外部人材の活用
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公立学校における教職員配置の例

２０学級２３３３３３３学級数

５５４人２９５８９８９８４９５１００児童数

計特殊学級６年５年４年３年２年１年

教職員配置

（参考）標準法による試算

校長 １人
教頭 １人
教諭等 ２２．４人＋加配

養護教諭 １人
事務職員 １人
学校栄養職員１人
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□□市立◇◇中学校の例：１６学級の学校

校長 １人
教頭 １人
教諭等 ２８人

養護教諭 １人
事務職員 １人
学校栄養職員 １人
計 ３３人

非常勤講師 １人（社会）

※教諭等の内訳
教科担当 ２４人

加配
指導方法工夫改善 ２人
（全学年、数学、習熟度別指導・ 少人数指導）
児童生徒支援 １人
初任者研修指導者 １人

用務員 １人
給食調理員 ４人
事務補佐員 １人
司書補 １人
計 ７人

市費負担職員

スクールカウンセラー
国庫補助 週1回４時間
市費負担 週1回２時間

ALT 週1回３～４時間程度

外部人材の活用

教職員配置
（参考）標準法による試算

校長 １人
教頭 １人
教諭等 ２４人＋加配

養護教諭 １人
事務職員 １人
学校栄養職員１／４人

１６学級１５５５学級数

５３４人２１８５１８６１６１生徒数

計特殊学級３年２年１年
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